
９
月
11
日
、
九
州
森
林
管
理
局
に

お
い
て
、
当
局
の
ほ
か
、
森
林
農
地

整
備
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
王
子
製
紙
、

王
子
木
材
緑
化
、
住
友
林
業
、
日
本

製
紙
お
よ
び
九
州
横
井
林
業
と
の
間

で
、
「
九
州
地
域
に
お
け
る
森
林
整

備
の
推
進
に
関
す
る
覚
書
」
締
結
の

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

九
州
地
域
に
お
け
る
森
林
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
維
持
増
進
に
向
け
、
こ

れ
ら
森
林
所
有
者
ら
が
連
携
、
協
力

し
て
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
九

州
地
域
全
体
に
及
ぶ
広
範
囲
で
包
括

的
な
取
り
決
め
と
し
て
は
全
国
初
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
印
と
併
せ
て
、
熊

本
南
部
森
林
管
理
署
の
ほ
か
、
森
林

農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
熊
本
水
源
林
整

備
事
務
所
、
住
友
林
業
株
式
会
社
日

向
山
林
事
業
所
お
よ
び
九
州
横
井
林

業
株
式
会
社
と
の
間
で
、
「
五
木
地

域
森
林
整
備
推
進
協
定
」
締
結
の
調

印
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
熊

本
県
内
の
五
木
地
域
に
こ
れ
ら
が
所

有
・
管
理
す
る
民
・

国
合
わ
せ
て
約
３

９
０
０
㌶
の
団
地

を
対
象
と
し
、
効

率
的
な
作
業
道
の

開
設
や
間
伐
な
ど

を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。
森

林
施
業
共
同
団
地

の
設
定
に
係
る
協

定
と
し
て
は
九
州

初
で
あ
り
、
ま
た
、

一
団
地
の
面
積
と

し
て
は
我
が
国
最

大
規
模
の
協
定
で

す
。
ま
た
、
調
印

式
に
は
熊
本
県
球

磨
地
域
振
興
局

長
な
ら
び
に
協

定
対
象
森
林
の

所
在
自
治
体
で

あ
る
五
木
村
村

長
お
よ
び
山
江
村
副
村
長
に
立
ち
会
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
覚
書
と
協
定
の
締
結
に
よ

り
、
民
・
国
連
携
し
た
森
林
整
備
が

推
進
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
健
全
で
豊

か
な
森
林
づ
く
り
と
地
域
林
業
の
活

性
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
関
係
者
か

ら
期
待
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
印

を
契
機
と
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
関
係
者
の
輪
を
広

げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
計
画
課
）
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平成21年10月10日

No １６５３

(２００９年)

10月１日付で津元賴光局長が林

野庁森林整備部長に転出し、後任

に沖修司・林野庁国有林野部経営

企画課長が就任しました。

なお、新局長の略歴は次のとお

りです。

（岡山県出身：53歳）

昭和54年 4月 農林水産省入省

昭和63年 4月 今金営林署長

平成 4年 4月 林野庁林政部企画課課長補佐

（年次報告班担当）

平成 7年 4月 鳥取県出向 森林保全課長

平成10年 4月 林野庁指導部研究普及課課長補佐（総括）

平成12年 2月 北海道森林管理局業務管理官

（事業担当帯広分局）

平成13年 4月 林野庁国有林野部業務課技術開発調査官

兼国有林野部経営企画課

平成16年 7月 林野庁国有林野部業務課長

平成20年 1月 林野庁国有林野部経営企画課長

平成21年10月 現職

しゅうじおき

津元 局長は林野庁森林整備部長へ

後任は 沖 経営企画課長

前

前

局
長
交
代

沖 修 司

五木地域森林整備推進協定調印式

覚書に調印する津元局長（中央）



【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
当
署

で
は
庁
舎
入
り
口
の
ロ
ビ
ー
の
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
て
、
昭
和
30
年
こ
ろ
の

ト
ロ
ッ
コ
に
よ
る
木
材
の
搬
出
風
景

を
撮
影
し
た
写
真
の
パ
ネ
ル
を
展
示
。

署
に
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。
こ
の
写
真
は
、
旧
高
千
穂

営
林
署
の
庁
舎
に
展
示
し
て
い
た
写

真
を
複
製
し
た
も
の
で
、
現
在
の
八

戸
森
林
事
務
所
管
内
の
網
の
瀬
川
沿

い
の
矢
筈
岳
の
絶
壁
の
岩
盤
を
く
り

貫
い
た
ト
ロ
ッ
コ
道
を
機
関
車
で
木

材
を
搬
出
し
て
い
る
写
真
な
ど
６
枚

で
す
。
写
真
は
モ
ノ
ク
ロ
で
、
時
代

を
感
じ
る
昔
の
写
真
に
、
訪
れ
た
人

達
は
大
き
な
た
め
息
を
つ
け
な
が
ら

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
パ

ネ
ル
は
局
「
九
州
の
森
林
展
示
館
」

に
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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く
じ
ゅ
う
連
山
は
、
大
分
県
の
九

重
町
と
竹
田
市
に
ま
た
が
る
連
山
で
、

主
峰
久
住
山
１
７
８
７
㍍
を
中
心
に
、

九
州
本
土
最
高
峰
の
中
岳
１
７
９
１

㍍
や
大
船
山
１
７
８
７
㍍
な
ど
、
１

７
０
０
㍍
級
の
山
が
11
峰
、
１
０
０

０
㍍
以
上
が
35
峰
を
数
え
、
九
州
の

屋
根
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

私
の
担
当
す
る
国
有
林
は
、
く
じ
ゅ

う
連
山
の
北
西
部
に
あ
た
り
、
三
俣

山
、
黒
岩
山
、
泉
水
山
、
涌
蓋
山
な

ど
が
あ
り
、
「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立

公
園
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
黒
岩
山
は
、
九
重

観
光
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
「
や

ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
の
最
高
地
点
、

牧
ノ
戸
峠
（
標
高
１
３
３
３
㍍
）
か

ら
約
30
分
程
度
で
頂
上
ま
で
登
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
初
夏
に
は
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
、
ツ
ク

シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な

ど
が
咲
き
誇
り
、

雄
大
な
く
じ
ゅ
う

連
山
を
満
喫
で
き

る
手
軽
な
山
と
し

て
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
、
健
脚
の

方
は
周
遊
コ
ー
ス

が
あ
り
、
黒
岩
山

か
ら
上
泉
水
山
１

４
４
７
㍍
、
下
泉

水
山
１
２
９
６
㍍

を
経
由
し
、
ア
セ

ビ
の
ト
ン
ネ
ル
を

通
り
長
者
原
に
下

り
て
き
ま
す
。
上

泉
水
一
帯
は
、
春

は
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
コ
ケ
モ
モ
な
ど
が

咲
き
ほ
こ
り
、
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ

ま
す
。
長
者
原
か
ら
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ

ナ
ラ
な
ど
の
樹
林
帯
の
中
に
あ
る
九

州
自
然
歩
道
を
上
る
と
牧
ノ
戸
峠
に

戻
る
約
４
時
間
の
コ
ー
ス
で
す
。

近
年
、
く
じ
ゅ
う
地
区
一
帯
の
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
群
落
の
中
に
は
、
ア

セ
ビ
や
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
な
ど
に
よ
る
被

圧
や
サ
サ
に
よ
る
稚
樹
の
被
覆
に
よ

り
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
衰
退
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
署

で
は
黒
岩
山
登
山
道
沿
い
に
刈
出
し

試
験
地
を
設
定
し
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
群
落
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

大
分
西
部
森
林
管
理
署

小
国
森
林
事
務
所

森
林
官

塚
本
順
一

咲き誇るミヤマキリシマ（黒岩山）

当局林友会では、秋の恒例行事「森とみどりの芸術

展」を、本年度も開催しますので、職員やＯＢ、その

ご家族の皆さんの作品を広く募集します。

◎開催日／11月17日(火)～19日（木）の３日間

◎場所／九州森林管理局２階大会議室

◎募集作品／園芸・写真・絵画・生花・書道・手芸品・木工品・

その他芸術作品

◎出展申込み・問い合わせ先／

林友会事務局（森林整備課・森永）へ11月9日（月）までに

TEL：096-328-3682

懐かしい写真をながめる方々＝宮崎北部

黒岩山（手前）と涌蓋山



熊
本
市
立
京
陵
中
学
校
（
８
〜
10

日
）
お
よ
び
北
部
中
学
校
（
15
〜
17

日
）
か
ら
「
ナ
イ
ス
ト
ラ
イ
事
業
」

の
要
請
を
受
け
、
京
陵
中
５
人
、
北

部
中
５
人
の
生
徒
が
職
場
体
験
を
し

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
「
心
身
と
も
に
大

き
く
成
長
す
る
中
学
生
の
時
期
に
、

地
域
や
自
然
の
中
で
職
場
体
験
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、

子
ど
も
の
勤
労
観
・
職
場
観
や
感
謝

す
る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
中
学
２
年
生
を
対
象
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

各
校
の
生
徒
ら
は
、
熊
本
市
に
位

置
す
る
小
萩
国
有
林
で
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ

を
活
用
し
た
森
林
調
査
や
パ
ソ
コ
ン

で
の
処
理
を
体
験
し
た
り
、
南
阿
蘇

の
外
輪
山
に
位
置
す
る
大
野
国
有
林

で
は
自
然
観
察
な
ど
の
体
験
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
局
内
で
は
国
有
林
の

仕
事
や
九
州
森
林
官
管
理
局
の
特
徴

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
広
報
紙
の
作

成
に
取
り
組
み
、
３
日
間
の
職
場
体

験
学
習
を
終
え
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
「
働
く
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
両
親

も
こ
ん
な
風
に
働
い
て
い
る
ん
だ
と

感
謝
の
気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
将
来
に
行
か
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
仕
事
は
常
に
責
任

の
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
」
な

ど
の
お
礼
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

（
担
当
＝
総
務
課
）

10
月
１
日
付
林
野
庁
長
官
発
令

計
画
部
自
然
遺
産
保
全
調
整
官

藤
原
昭
博
（
計
画
課
）

九
州
局
出
向
（
計
画
部
付
）

森
本
光
則
（
計
画
部
自
然
遺
産
保

全
調
整
官
）

10
月
１
日
付
森
林
管
理
局
長
発
令

計
画
課
森
林
施
業
調
整
官


石
功
（
計
画
課
）

計
画
課
企
画
係
長

宮
﨑
太
守
（
計
画
課
）

計
画
課
経
営
計
画
第
二
係
長


村
正
伸
（
関
東
局
）

森
林
整
備
課
保
護
係
長

本
田
勝
美
（
屋
久
島
署
）

熊
本
署
総
務
課
長

森
本
明
（
森
林
整
備
課
）

熊
本
署
業
務
課
長

奥
村
克
（
宮
崎
署
都
城
支
署
）

宮
崎
署
都
城
支
署
業
務
第
一
課
長

中
村
公
治
（
宮
崎
南
部
署
）

宮
崎
南
部
署
業
務
課
長

小
野
貴
行
（
熊
本
南
部
署
）

熊
本
南
部
署
業
務
第
二
課
長

遠
坂
洋
志
（
長
崎
署
）

長
崎
署
技
術
専
門
官

竹
部
浩
一
郎
（
熊
本
署
）

鹿
児
島
署
総
務
係
長

橋
口
康
朗
（
北
薩
署
）

屋
久
島
署
経
営
係
長

福
山
親
幸
（
屋
久
島
署
）

北
薩
署
土
木
係
長

穴
井
隆
文
（
北
薩
署
）

佐
賀
署
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長

副
島
利
博
（
指
導
普
及
課
）

屋
久
島
署
管
理
係
長

後
藤
直
哉
（
企
画
調
整
室
）

宮
崎
南
部
署
治
山
係
長

緒
方
省
一
郎
（
北
薩
署
）

大
隅
署
首
席
森
林
官

沼
津
浩
明
（
熊
本
署
）

熊
本
南
部
署
森
林
官

中
川
秀
樹
（
熊
本
署
）

宮
崎
署
都
城
支
署
森
林
官

山
本
歩
（
宮
崎
署
都
城
支
署
）

北
薩
署
森
林
官

竹
之
内
彰
（
四
国
局
）

企
画
調
整
室
係
員

萩
岡
茂
治
（
職
員
厚
生
課
）

職
員
厚
生
課
係
員

中
西
忠
雄
（
国
有
林
野
管
理
課
）

指
導
普
及
課
係
員

永
山
博
美
（
計
画
課
）

森
林
整
備
課
係
員

有
吉
正
司
（
宮
崎
南
部
署
）

関
東
局
出
向

谷
口
良
治
（
鹿
児
島
署
）

四
国
局
出
向

宮
口
重
光
（
大
隅
署
）
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鳩
山
首
相
が
国
連
の
演
説
の
中

で
我
が
国
が
「
温
室
効
果
ガ
ス
を

１
９
９
０
年
比
で
２
０
２
０
年
ま

で
に
25
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
指

す
。
」
と
国
際
公
約
し
た
こ
と
が

先
日
、
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
現
在
の
森
林
吸
収

源
に
よ
る
削
減
目
標
の
３
．
９
％

が
ど
う
変
化
す
る
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
に
は
目
標
が
何
％
で
あ
ろ
う
と
、

適
切
な
間
伐
な
ど
の
実
施
の
ほ
か
、

伐
採
さ
れ
た
木
を
搬
出
し
、
末
永

く
利
用
す
る

こ
と
を
強
く

推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

先
日
、
機
会
を
得
て
熊
本
大
学

教
育
学
部
の
田
口
准
教
授
に
よ
る

「
木
育
推
進
員
養
成
講
座
」
を
受

講
し
て
き
ま
し
た
。

「
木
育
」
に
つ
い
て
、
森
林
・
林

業
基
本
計
画
で
は
「
市
民
や
児
童

の
木
材
に
対
す
る
親
し
み
や
木
の

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

材
料
と
し
て

の
木
材
の
良

さ
や
そ
の
利

用
の
意
義
を
学
ぶ
、
木
材
利
用
に

関
す
る
教
育
活
動
」
と
し
、
そ
れ

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

講
義
の
内
容
は
木
の
特
性
を
示

し
た
上
で
の
簡
単
な
手
作
り
教
材

を
使
っ
た
鋸
や
鉋
の
使
い
方
の
説

明
な
ど
子
供
達
も
楽
し
く
学
び
、

理
解
出
来
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で

し
た
。

講
座
を
受
講
し
て
、
木
材
の
利

用
拡
大
を
促
進
す
る
上
で
の
「
木

育
」
の
意
義
と
有
効
性
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

同
講
座
は
12
月
13
日
に
も
熊
本

大
学
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

（
指
導
普
及
課
長

石
神
智
生
）

森林ＧＩＳの説明を受ける生徒ら（小萩園）



８
月
23
日
、
監
物
台
樹
木
園
に
お

い
て
、
平
成
21
年
度
第
３
回
実
践
公

開
講
座
「
森
を
楽
し
む
（
ク
ラ
フ
ト
）
」

と
題
し
、
新
聞
入
れ
作
り
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
の
講
座
に
は
、
17
人
が
参
加
。

講
師
に
九
州
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

会
の
村
尾
昭
志
さ
ん
を
招
き
、
新
聞

だ
け
で
な
く
雑
誌
な
ど
も
収
納
で
き

る
新
聞
入
れ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
村
尾
さ
ん
か
ら
今
回
の
新

聞
入
れ
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た

後
、
さ
っ
そ
く
作
製
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
は
じ
め
は
普
段

使
い
慣
れ
な
い
大
工
道
具
に
悪
戦
苦

闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
コ
ツ

を
つ
か
み
、
村
尾
さ
ん
の
適
切
な
フ
ォ

ロ
ー
も
加
わ
り
、
次
々
に
作
品
を
仕

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を

手
に
全
員
で
記
念
撮
影
。
自
分
で
作
っ

た
作
品
に
愛
着
が
湧
い
た
よ
う
で
、

み
な
さ
ん
大
事
そ
う
に
持
っ
て
帰
り

ま
し
た
。（

担
当
＝
指
導
普
及
課
）

【
都
城
支
署
】
都
城
市
立
四
家
小

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
請
を
受
け
、
全

児
童
11
人
を
始
め
、
教
職
員
や
保
護

者
ら
30
人
を
対
象
に
森
林
教
室
を
行

い
ま
し
た
。
森
林
教
室
で
は
、
校
庭

の
樹
木
か
ら
葉
っ
ぱ
を
採
取
し
、
ビ

ン
ゴ
カ
ー
ド
に
貼
り
付
け
、
何
通
り

揃
っ
た
か
を
競
う
「
葉
っ
ぱ
の
シ
ル

エ
ッ
ト
ビ
ン
ゴ
」
や
動
物
の
ペ
ン
ダ

ン
ト
を
作
る
「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」
な

ど
を
実
施
。
参
加
の
皆
さ
ん
は
思
い

思
い
に
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
疲
れ
た
様

子
も
見
せ
ず
夏
休
み
の
良
い
想
い
出

が
出
来
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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ク
ス
ノ
キ
科
と
言
え
ば
３
行
脈
で

代
表
さ
れ
る
が
、
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
の

葉
に
３
行
脈
は
な
い
。
雌
雄
異
株
で

あ
る
が
日
本
に
は
雌
株
し
か
無
く
、

そ
れ
で
も
花
が
咲
き
結
実
す
る
不
思

議
な
樹
木
で
あ
る
。
九
州
で
は
標
高

の
低
い
個
所
に
普
通
に
見
ら
れ
る
落

葉
低
木
で
あ
る
。
名
前
は
幹
を
折
る

と
わ
ず
か
な
匂
い
が
す
る
こ
と
か
ら

「
山
香
し
」
の
意
味
。

冬
で
も
葉
が
落
ち
な
い
樹
木
の
代

表
格
に
な
っ
て
い
る
。
冬
に
な
り
葉

は
明
る
い
褐
色
に
な
っ
て
も
翌
春
の

芽
吹
き
の
時
ま
で
落
葉
し
な
い
。
金

峰
山
に
は
多
く
分
布
し
て
お
り
冬
に

な
る
と
「
さ
る
す
べ
り
」
登
山
道
の

常
緑
樹
の
森
に
斑
紋
状
な
っ
て
い
る

ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
を
観
察
で
き
る
。

「
枯
葉
」
の
問
題
で
あ
る
が
褐
色

に
な
っ
た
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
の
葉
を
取

り
、
葉
柄
の
幹
と
く
っ
つ
い
て
い
た

部
分
を
ル
ー
ペ
で
観
察
す
る
と
緑
色

の
部
分
が
散
在
し
て
い
る
。
維
管
束

（
養
分
や
水
分
の
通
り
道
）
の
一
部

分
が
生
き
て
い
る
の
だ
。
「
枯
葉
」

を
触
る
と
普
通
の
枯
葉
の
よ
う
に
粉
々

に
は
な
ら
ず
「
張
り
」
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
光
合
成
は
し
て
い
な
い
が
水

は
葉
に
送
ら
れ
枯
死
は
し
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
る
（
安
楽
の
解
釈
）
。

樹
木
園
中
央
、
東
端
に
樹
高
３
㍍
の

ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
が
あ
る
、
是
非
観
察

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

十
月
八
日
は
「
木
の
日
」
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
に
関
連
す
る
記
事
が
新

聞
に
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
た
▼
皆
さ

ん
は
既
に
ご
承
知
の
と
お
り
木
材
は

再
生
可
能
な
循
環
型
資
源
で
あ
り
、

適
切
に
森
林
を
管
理
し
て
い
け
ば
、

化
石
燃
料
の
よ
う
に
尽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
▼
①
二
酸
化
炭
素
の
貯

蔵
、
②
生
産
及
び
加
工
時
に
消
費
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
他
の
部
材
（
鉄
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
）
に
比
べ
て
、
少
な

い
等
の
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
▼
木
材
を
住
宅
に
利

用
し
た
と
き
の
効
果
と
し
て
、
①
室

内
の
調
湿
効
果
、
②
ダ
ニ
の
行
動
抑

制
効
果
、
③
情
緒
面
で
の
安
定
効
果
、

④
衝
撃
吸
収
効
果
等
の
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
▼
木
材
の
需
要
拡
大

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
地
球
環
境

の
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
▼
木
材
の

需
要
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、
需
要

の
太
宗
を
占
め
る
住
宅
部
材
へ
の
使

用
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
▼
木
造
住
宅
の
建
設
促
進
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
（
マ
ン
シ
ョ

ン
等
）
の
内
装
材
（
床
材
、
壁
材
等
）

へ
の
木
材
の
使
用
拡
大
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
▼
こ
れ
か
ら
住

宅
の
購
入
を
お
考
え
の
方
は
、
是
非
、

木
造
住
宅
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
野
）

葉っぱのシルエットビンゴに
夢中な児童ら＝都城支署

完成した作品を手に笑顔の参加者


